
運用効果からみた可能性と課題
ご〉

地域包括ケア実践ツールとしてのSWANネットの.
可能性を説くーその実用性・経済性、
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そして課題も含めて

ζこ

永井氏

要
旨
一
新
潟
市
医
師
会
で
は
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
の
た
め
に
在
宅
医
療
推
進
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
医
療
介
護
情
報
共
有
の
た
め
の

1
C
T

ツ
ー
ル
と
し
て

zshHC
を
利
用
し
て

S
W
A
N

ネ
ッ
ト
を
構
築
し
た
。
地
域
医
療
包
括
ケ
ア
の
実

践
に
向
け
て
、

S
W
A
N
ネ
ッ
ト
の
実
用
性
と
経

済
性
を
解
説
し
、
地
域
医
療
へ
の
応
用
や
地
域
電

子
カ
ル
テ
へ
の
発
展
性
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

「
地
域
医
療
包
括
ケ
ア
」
と
「
地
域
医
療
構
想
」

は
相
補
的
で
あ
り
、
車
の
両
輪
だ
と
も
言
え
る
。
地

域
医
療
構
想
が
策
定
さ
れ
、
医
療
提
供
体
制
の
機
能

分
化
・
再
編
が
進
む
と
、
慢
性
期
病
床
が
削
減
さ
れ
、

退
院
患
者
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
が
急
務
と
な
る
。

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
報
告
書
で
も
、

「
川
上
」
に
位
置
す
る
地
域
医
療
構
想
は
地
域
医
療

包
括
ケ
ア
の
シ
ス
テ
ム
整
備
と
い
う
「
川
下
」
の
政

策
と
同
時
に
行
わ
れ
る
べ
き
と
、
比
験
的
に
述
べ
て

い
る
。
川
下
の
政
策
で
あ
る
「
地
域
医
療
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
や
在
宅
医
療
の
整
備
が
不
十
分

だ
と
、
そ
の
結
果
生
じ
る
医
療
難
民
・
介
護
難
民
は

川
下
か
ら
海
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
進
化
は
凄
ま
じ
く
、
医
療
介
護
の
分
野
で
も

A
I
、

I
C
T
、

I
o
T
な
ど
の
先
端
技
術
の
活
用
は
避
け

て
通
れ
な
い
。
「
地
域
医
療
包
括
ケ
ア
」
の
実
践
に

お
い
て
も
、

I
C
T
を
用
い
た
医
療
介
護
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
の
構
築
整
備
が
必
須
で
あ
る
。
新
潟
市
医

師
会
で
も
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
(
新
基
金
)

を
利
用
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
実
践
ツ

l
ル
と
し
て

S

W
A
N
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
、
稼
働
を
開
始
し
た
。

本
稿
で
は
、
在
宅
医
療
の
み
な
ら
ず
救
急
医
療
や

連
携
パ
ス
等
の
地
域
医
療
へ
の
応
用
や
。
地
域
電
子

カ
ル
テ
ヘ
さ
ら
に
は
司
2
ω
o
ロ
巳
固
め
包
任
問
。
。
。
三
'ω

(
P
H
R
)
へ
の
発
展
性
に
も
言
及
し
て
、

S
W
A

N
ネ
ッ
ト
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

新
潟
市
医
師
会
に
お
け
る

在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進

新
潟
市
医
師
会
で
は
在
宅
医
療
推
進
セ
ン
タ
ー
を

2
0
1
5
年
日
月
に
発
足
さ
せ
た
。
介
護
保
険
法
の

地
域
支
援
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
事
業
が
新
潟
市
か
ら
委
託
さ
れ
、
新
基
金
に
よ

る
新
潟
県
補
助
事
業
で
あ
る
在
宅
医
療
推
進
事
業
と

↓併
せ
て
一
体
的
・
効
率
的
に
運
営
し
推
進
す
る
た

め
、
在
宅
医
療
推
進
室
を
医
師
会
内
に
設
置
し
た

(図
1
)
。

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
セ
ン
タ
ー
を
医
師
会
内
に

置
き
、
市
内

8
区
に
日
の
連
携
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
併

設
し
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
双
方
向
的

な
相
談
支
援
や
情
報
提
供
等
の
業
務
を
開
始
し
た
。

S
W
A
N
ネ
ッ
ト
の
構
築

新
潟
市
医
師
会
で
は
、
地
域
医
療
再
生
基
金
の
モ

デ
ル
事
業
で
採
用
し
て
い
た
ス
ト
ロ
ー
ハ
ッ
ト
社
の

Z
Z
A
F
d
(
ネ
ッ
ト
フ
ォ

l
ユ
l
)
を
医
療
介
護
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
と
し
て
継
続
使
用
し
、
新
た
な
地
域

ネ
ッ
ト
で
あ
る

S
W
A
N
ネ
ッ
ト
を
立
ち
上
げ
た
。

新
潟
市
西
区
の
佐
潟
に
は
シ
ベ
リ
ア
か
ら
白
鳥
が

飛
来
し
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
で
賑
わ
う
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
が
中
央
区
の
鳥
屋
野
潟
湖
畔
に
あ
る

の
で

ク
S
W
A
N
ネ
ッ
ト
ク
と
命
名
し
、
商
標
登
録

し
た
。

S
(住
み
慣
れ
た

)
W
(我
が
家
で

)
A
(安

心
し
て
暮
ら
せ
る
街
)
N
(新
潟
)
が
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
あ
る
。
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永井明彦

斎川克之

細道奈穂子

今井哲夫

大泉瑠璃子

事
業
展
開
費
用
に
は
「
新
基
金
」
を
当
て
、
新
た

に
3
5
0
施
設
に
導
入
展
開
し
、
新
潟
市
域
の
地
域

医
療
介
護
ネ
ッ
ト
の
中
核
と
し
て

S
W
A
N
ネ
ッ
ト

の
運
用
を
開
始
し
た
。

zzh苫
は
元
々
、
複
数
の
医
療
機
関
で
共
有
す

る
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
だ
が
、
現
在
は
医
師
だ

け
で
な
く
、
薬
剤
師
、
看
護
職
、
介
護
職
な
ど
と
の

情
報
共
有
に
も
対
応
し
て
い
る
。

zo片
山
口
は
山
形

県
の
鶴
岡
地
区
医
師
会
が
先
駆
的
に
運
用
を
開
始

し
、
富
山
県
小
谷
部
市
、
長
野
県
小
諸
北
佐
久
医
療
・

介
護
連
携
推
進
協
議
会
、
宮
崎
県
日
南
市
で
も
導
入

さ
れ
る
な
ど
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
シ
ス
テ
ム
を

支
え
る

I
C
T
ツ
l
ル
と
し
て
、
複
数
の
地
域
で
の

稼
働
実
績
を
有
し
て
い
る
。
新
潟
市
域
の

S
W
A
N

ネ
ッ
ト
は

Z
2
h
F
d
を
利
用
す
る
ネ
ッ
ト
の
規
模
と

し
て
は
、
最
大
の
参
加
施
設
数
を
有
す
る
地
域
ネ
ツ

図1

-設置について

新潟市医師会内に地域医療介護総合確保基金事業(事業

内容は赤字)と新潟市在宅医療・介護連携推進事業から

なる両センターを設置し、一体的・効率的に運営・推進

・配置職員(両センタースタッフを兼任)

センタ一長

問SW(医療リー河川ーか・社会福祉士)

看護師(保健師・主任介護支援専門員)

事務(システムエンジニア)

MSW (医療リー河川ーか・社会福祉士)

・主な業務

-円滑な事業実施に向けた運営・企画・調整・連携

・センター/ステーシヨン(※)会議の開催

・他市町村・各関係機関との連携構築

・在宅医療ネットワーク事務担当者会議の開催

.在宅医療ネットワーク情報交換会の開催

-医療・介護連携刀イドライン~ハンドブ‘ックの作成

・情報共有システム (ICT利用)の構築 ・運用 ・利活用

.医療・介護連携に関する病診/病病連携会議の開催

-市民フォーラム(公開講座)の開催

・医療資源調査 ・アンケートの実施・ホームペーラ開設

※[センター]在宅医療・介護連携センター(医師会内)、 [ステーション]在宅医療・介護連携ステーシヨン(金8区・計11ステーシヨン)

新潟市医師会在宅医療推進室
(新潟市医師会在宅医療推進センタ一、新潟市在宅医療・介護連携センター)

女印:新潟市在宅医療ネットワーク活動支援事業補助金活用

責北地域在宅医療介護支媛ネットワーク

・北区医療と介護のささえあいネ、yト

(ござれやネット)

*新潟市薬剤師会在宅医療委員会

禽緩和ケアリンクにいがた

(市内全域)

*にいがた在宅ケアねっと

*しちまち地域連携ネットワーク

宵関屋・白新地域ケアネット

責にいがたみなみ在宅ネットワーク

・認知症支援ネットワーク(とやのがたネット)

・lこいがた西区地域連携ネットワ ク

責西区地域口腔見守りネットワーク

・にしく赤・坂ネット

軍

一j同区間医療託ークの集い

-南部地区在宅医療連絡会

(南区・西蒲区)

ト
と
な
っ
た
。

S
W
A
N
ネ
ッ
ト
の
実
用
性
と
経
済
性

20団体 (2017年4月現在)

S
W
A
N
ネ
ッ
ト
で
共
有
す
る
の
は
、
患
者
基
本

情
報
や
既
往
歴
、
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
、
所
見
、
検
査
デ
l

夕
、
処
方
な
ど
の
医
療
情
報
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
パ

ソ
コ
ン
や
モ
バ
イ
ル
端
末
で
入
力
・
閲
覧
で
き
る
。

ま
た
、
医
師
の
「
診
療
情
報
提
供
書
」
「
主
治
医
意

見
書
」
「
訪
問
看
護
指
示
室
田
」
、
薬
剤
師
の
「
訪
問
薬

剤
管
理
指
導
・
報
告
書
」
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
「
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
込
書
」
な
ど
、
多
く
の
文
書
テ

ン
プ
レ
ー
ト
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

S
W
A
N
ネ
ッ

ト
上
に
蓄
積
し
た
情
報
か
ら
各
種
文
書
の
作
成
・
管

理
が
簡
便
に
で
き
、
業
務
効
率
化
に
も
貢
献
す
る
。

さ
ら
に
新
潟
市
内
で
利
用
さ
れ
て
い
る
「
む
す
び

あ
い
手
帳
」
な
ど
の
紙
ベ

l
ス
の
地
域
連
携
手
帳
を

電
子
化
し
て

S
W
A
N
ネ
ッ
ト
で
使
用
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

在
宅
診
療
医
や
訪
問
看
護
師
、
介
護
職
な
ど
が
最

も
頻
繁
に
使
用
す
る
機
能
が
共
通
カ
ル
テ
画
面
に
集

約
さ
れ
て
お
り
、
診
察
所
見
や
処
置
な
ど
の
患
者
情

報
が
一
元
管
理
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
書
き
込
み
が

画
面
内
の
カ
レ
ン
ダ
ー
表
示
領
域
に
ア
イ
コ
ン
で
示

さ
れ
る
の
で
、
翻
っ
て
参
照
し
や
す
い
。
書
き
込
ん

だ
情
報
を
す
ぐ
閲
覧
し
て
ほ
し
い
場
合
に
、
指
定
し

た
メ

l
ル
ア
ド
レ
ス
に
通
知
す
る
機
能
も
あ
る
。
厚

労
省
の
電
子
規
約
で
あ
る

S
S
l
M
I
X
で
デ

l
タ

出
力
可
能
な
既
存
の
電
子
カ
ル
テ
と
の
連
携
に
は
、

z
zhHd
の
O
Z
Z開
。
↓
を
使
用
す
る
こ
と
で
診
療

デ
l
タ
が
自
動
的
に
ア
ッ
ブ
ロ
ー
ド
さ
れ
、
二
重
入

力
を
解
消
で
き
る
。

S
W
A
N
ネ
ッ
ト

(ZZAFd)
の
1
事
業
所
当
た

新潟市内の在宅医療ネットワーク図2
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Cさをつ

G性期病~
在宅移行時の
コーディネート
退院支援

く薬局〉

く盟〉

り
の
利
用
料
は
、
初
期
導
入
費
用
が

5
万
4
0
0
0

円
、
運
用
費
用
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
月
9
7
2

円
(
年
間

1
万
1
6
6
4
円
)
、
保
守
サ
ポ
ー
ト
費

用
が
月
1
0
1
3
円
(
年
間

1
万
2
1
5
6
円
)
で 図3

あ
り
、
従
来
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
ー
型
電
子
カ

ル
テ
の
導
入
や
運
用
に
要
す
る
費
用
に
比
べ
れ
ば
、

格
段
に
安
い
。
同
年
度
中
に
申
し
込
ん
だ
施
設
の
全

費
用
は
、
同
じ
年
度
の
「
新
基
金
」
で
賄
わ
れ
た
o

m年
叩
月
か
ら
募
集
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、

η
年

3

月
末
時
点
で
再
生
基
金
の
モ
デ
ル
事
業
か
ら
継
続
利

用
す
る
臼
事
業
所
に
加
え
、
新
規
に

2
8
9
事
業
所

が
利
用
を
申
請
し
た
。
内
訳
は
病
院
お
ヵ
所
、
診
療

所

ωヵ
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
訂
ヵ
所
、
薬

局

1
1
5
ヵ
所
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

mヵ
所
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
日
ヵ
所
等
で
あ
る
。
訪
問
薬
剤

管
理
指
導
が
認
め
ら
れ
た
薬
局
の
参
加
が
目
立
つ
。

現
在
は
新
規
申
し
込
み
施
設
の
半
数
以
上
が
、
実
務

で
の

S
W
A
N
ネ
ッ
ト
の
利
用
を
始
め
て
い
る
。

導
入
が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
理
由
と
し
て

は
、
市
内
各
地
の
在
宅
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
図

2
)

を
軸
と
す
る
既
存
の
連
携
体
制
が
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー

が
情
報
共
有
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
お
り
、
地
域

ネ
ッ
ト
へ
期
待
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

I
C
T
ツ
l
ル
の
強
み
を
生
か
す
に
は
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
基
盤
に
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

当
地
域
の
よ
う
な
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
「
地
域
包

括
ケ
ア
」
の
核
心
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し

て
い
る
。

現
在
、
医
師
会
内
で
は

S
W
A
N
ネ
ッ
ト
の
円
滑

運
用
や
利
用
促
進
に
向
け
た
運
営
部
会
が
発
足
し
、

「
S
W
A
N
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部
」
も
開
設
さ

れ
、
情
報
共
有
が
効
果
的
に
で
き
た
事
例
を
紹
介
す

る
な
ど
、
普
及
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
更
改
と
運
用

日
医
総
研
の
「

I
C
T
を
利
用
し
た
全
国
地
域
医

療
連
携
の
概
況

(
2
0
1
6
年
度
版
)
」
調
査
に
よ

る
と
、
導
入
済
み
の
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
更

新
す
る
際
の
費
用
負
担
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て

は、

2
1
9
ヵ
所
の
う
ち
日
・

3
%
に
当
た
る

1
1

9
ヵ
所
の
ネ
ッ
ト
が
未
定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実

は
国
や
自
治
体
か
ら
の
公
的
補
助
金
の
多
く
は
、
初

期
の
シ
ス
テ
ム
構
築
費
用
に
は
使
え
る
が
、
運
用
費

用
(
シ
ス
テ
ム
構
築
費
用
の

5
・
7
%
)
に
は
使
う

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
地
域
の
規
模
や
ニ

l
ズ
に
不
相
応
な
高
額

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
り
、
発
注
者
主
導
の
契
約

に
な
っ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
運
用
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
地
域
ネ
ッ
ト
は
、
調
査
開
始
か
ら
の

5

年
間
で
実
に

4
割
に
上
っ
て
い
る
。
多
く
の
ネ
ッ
ト

が
従
来
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
ー
型
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
が
、
同
型
の
電
子
カ
ル

テ
は
、
ほ
ほ

5
年
毎
に
更
改
が
必
要
で
あ
り
、
か
っ
、

高
額
な
更
新
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
、
地
域
ネ
ッ
ト

が
停
滞
す
る
大
き
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

実
際
、
診
療
所
を
中
心
に
電
子
カ
ル
テ
の
選
択
肢

と
し
て
、
更
新
が
不
要
で
導
入
費
用
の
安
価
な
「
ク

ラ
ウ
ド
型
」
を
採
用
す
る
施
設
が
増
え
て
い
る
。
ま

た
日
医
の
レ
セ
プ
ト
ソ
フ
ト
の

O
R
C
A
も
最
近
、

更
新
の
不
要
な
ク
ラ
ウ
ド
版
の
供
給
を
開
始
し
、
高

い
安
全
性
の
下
で
他
の
電
子
カ
ル
テ
と
連
動
可
能
な

環
境
を
提
供
し
始
め
た
。

地
区
医
師
会
で
も
、
ク
ラ
ウ
ド
電
子
カ
ル
テ
を
積

極
的
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
き
た
。
東

京
都
医
師
会
で
は
ク
ラ
ウ
ド
型
を
利
用
し
た
「
東
京

総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
築
事
業
を
本
格
化
し
、

都
内
全
域
の
医
療
機
関
の
電
子
カ
ル
テ
を
相
互
接
続

し
、
診
療
デ
l
タ
を
共
有
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
指
し
て
い
る
。
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ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
へ
の
期
待
と
課
題

今、評判のIT連携システムの実力を知る

ク
ラ
ウ
ド
型
は
電
子
カ
ル
テ
の
事
業
者
(
ベ
ン

ダ
ー
)
が
提
供
す
る
外
部
サ
ー
バ
ー
(
ク
ラ
ウ
ド
)

に
デ
l
タ
を
保
存
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
ま
た

は

I
P
1
V
A
N
経
由
で
カ
ル
テ
を
検
索
・
閲
覧
す

る
。
院
内
に
専
用
の
サ
ー
バ
ー
を
置
く
必
要
が
な
く
、

シ
ス
テ
ム
の
専
任
者
が
不
要
な
の
で
、
導
入
や
運
用

に
か
か
る
コ
ス
ト
を
大
幅
に
抑
え
ら
れ
る
。

ク
ラ
ウ
ド
型
で
は
電
子
カ
ル
テ
本
体
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
ネ
ッ
ト
通
信
障
害
な
ど
へ
の
対
応
も
全
て
ベ

ン
ダ
ー
が
担
う
の
で
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
医
師
の
手

を
煩
わ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
ク
ラ
ウ
ド
型
は
、

災
害
時
に
お
い
て
は

B
C
P
(事
業
継
続
計
画
)
を

策
定
し
て
診
療
を
継
続
し
や
す
く
、
医
療
機
関
の
危

機
管
理
の
強
化
に
も
役
立
つ
。

ク
ラ
ウ
ド
型
は
院
外
の
サ
ー
バ
ー
を
利
用
す
る
た

め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
不
安
が
持
た
れ
て
き
た
が
、

自
院
で
デ

l
タ
を
管
理
す
る
よ
り
事
業
者
が
厳
重
に

管
理
し
て
い
る
サ
ー
バ
ー
に
デ

l
タ
を
預
け
た
方
が

か
え
っ
て
安
全
と
い
う
声
が
多
い
。
普
段
の
生
活
の

中
で
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
当
た
り
前
に
利
用
す
る
環
境
が
、
ク
ラ

ウ
ド
へ
の
抵
抗
感
を
下
げ
て
い
る
よ
う
だ
。

ク
ラ
ウ
ド
型
は
医
療
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
く
、
遠
隔
診
療
の
よ
う
な

新
し
い
診
療
形
態
と
も
親
和
性
が
高
い
。
ま
た
、
自

動
学
習
機
能
を
備
え
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
発
展
系

と
し
て

A
I
の
導
入
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
格
段
に
高
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
、

地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
接
続
す
る
に
は
、

ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
カ
ル
テ
の
実
装
す
る
セ
キ
ュ
リ

〈特別企画〉

テ
ィ
よ
り
、
さ
ら
に
高
度
で
セ
キ
ュ
ア
な
技
術
仕
様

へ
の
対
応
が
必
要
だ
。
加
え
て
ア
ク
セ
ス
す
る
本
人

確
認
を
厳
格
に
す
る
た
め
、
電
子
認
証
や
電
子
署
名

を
実
現
す
る

H
P
K
I
(保
健
医
療
福
祉
分
野
公
開

鍵
基
盤
)
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
盤
が
必
要
に
な
る
。

地
域
医
療
や
救
急
医
療
へ
の
応
用
の
可
能
性

S
W
A
N
ネ
ッ
ト
は
在
宅
医
療
の
み
な
ら
ず
、
地

域
医
療
、
特
に
救
急
医
療
の
現
場
で
の
活
用
や
地
域

連
携
パ
ス
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
(
図

3
)。

将
来
的
に
は
市
民
の
多
く
が
地
域
ネ
ッ
ト
に
登
録

さ
れ
、
ク
地
域
電
子
カ
ル
テ
。
と
し
て
の

E
H
R
(医

療
情
報
連
携
基
盤
)
に
発
展
し
、
患
者
個
人
が
医
療

者
と
自
身
の
医
療
介
護
情
報
を
共
有

・
閲
覧
で
き
る

P
H
R
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

。工

oω
一
ラ
先
端
固
に
学
ぶ
l

結
語
に
代
え
て

全
国
各
地
で
構
築
さ
れ
た

2
0
0
を
超
え
る
地
域

医
療
連
携
ネ
ッ
ト
に
登
録
し
て
い
る
の
は
、
人
口
の

わ
ず
か
1
%
程
度
、
1
5
5
万
人
で
あ
る
。
総
務
省

の
「
ク
ラ
ウ
ド
型

E
H
R
高
度
化
補
助
事
業
」
で
は

同
年
ま
で
に
国
民
の
叩
%
の
登
録
を
目
指
し
て
い

る
。
全
国
的
に
規
格
を
統
一
し
た
医
療
介
護
連
携

ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る
に
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
や
ス
カ
ン

ジ
ナ
ピ
ア
諸
国
の
よ
う
な

I
C
T
技
術
先
進
国
に
学

ぶ
必
要
が
あ
る
。
バ
ル
ト

3
国
の
1
つ
、

ク
歌
う
無

血
革
命
。
を
果
た
し
た
エ
ス
ト
ニ
ア
は
人
口

3
0
0

万
人
の

I
C
T
先
進
国
で
、
あ
の

ω}司
宮
の
発
明

で
有
名
だ
が
、
医
療
を
含
む
電
子
化
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
徹
底
し
て
お
り
、
%
%
の
国
民
が
ネ
ッ
ト
で
納
税

す
る
完
全

I
T
体
制
型
国
家
で
あ
る
。

日
歳
以
上
の
国
民
は

I
C
チ
ッ
プ
搭
載
の

I
D

カ
l
ド
を
保
持
し
、
カ
ー
ド
を
提
出
す
る
だ
け
で
医

療
機
関
を
始
め
と
す
る
ほ
と
ん
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
電
子
カ
ル
テ
を
起
点
に
、
あ

ら
ゆ
る
医
療
デ
l
タ
が
患
者
お
よ
び
医
療
従
事
者
の

中
で
共
有
・
参
照
で
き
る
仕
組
み
が
実
現
さ
れ
て
い

る
。
個
人
中
心
の
医
療
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
る

P

H
R
が
確
立
さ
れ
た
の
固
め
包
任
先
端
国
と
言
え
よ
う
。

病
名
や
薬
歴
な
ど
の
医
療
情
報
は
究
極
の
個
人
情

報
で
あ
り
、
そ
れ
を
扱
う
に
は
高
度
の
セ
キ
ュ
ア
な

環
境
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
務
省
の

行
う

P
H
R
実
証
実
験
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

(
M

N
)
を

I
D
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て

い
る
が
、
我
が
国
の

M
N
制
度
は
エ
ス
ト
ニ
ア
な
ど

の
σ国

g
E
H
先
端
国
と
違
っ
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確

保
の
点
で
不
安
が
残
る
。
現
時
点
で
は
日
医
も

M
N

と
は
異
な
る
「
医
療
等

I
D
」
の
導
入
が
不
可
欠
と

し
て
お
り
、
こ
の
点
で

P
H
R
環
境
の
確
立
に
は
ま

だ
課
題
が
多
い
。

最
後
に
、

P
H
R
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
整
備
さ

れ
、
個
人
の

A
C
P
(〉
巳
〈
-m

自
の
め
の

Rσ
虫
ωロロ
E
m
)

や
ピ
〈
E
m
巧
巳
の
よ
う
な
「
人
生
の
最
終
段
階
に

お
け
る
医
療
介
護
の
自
己
決
定
プ
ロ
セ
ス
」
が

P
H

R
上
で
確
認
で
き
る
時
代
が
到
来
す
る
こ
と
を
願
っ

て
稿
を
閉
じ
た
い
。※
※

 

永
井
明
彦
(
な
が
い
・
あ
き
ひ
こ
)
・
幻
年
新
潟
県
生

ま
れ
。
お
年
順
天
堂
大
医
卒
。
同
年
か
ら
新
潟
大
病
院

内
科
と
新
潟
市
民
病
院
内
科
で
研
修
、
%
年
新
潟
大
第

二
内
科
医
員
、
別
年
か
ら
お
年
ま
で
米
国

N
C
I
客
員

研
究
員
、
帰
国
し
約
年
ま
で
同
第
二
内
科
講
師
医
局
長
、

約
年
押
木
内
科
神
経
内
科
医
院
院
長
と
し
て
現
在
に
至

る
。
M

∞
年
新
潟
市
医
師
会
理
事
、
日
年
同
副
会
長
、
日

年
同
在
宅
医
療
推
進
セ
ン
タ
ー
長
。
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